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 1 基本計画の概要 
（1）計画の目的 
 基本構想では、まちづくりの基本理念を「市民一人ひとりがともに幸せに暮らせるまちづく

り」、まちの将来像を「安心に包まれ ワクワクが広がる 未来への挑戦を楽しむまち つなぎ つ

ながり ともに歩む」と定め、この実現に向けた４つの考え方と、８つの施策分野の目指す姿を位

置づけるとともに、基本構想を着実に推進するため、「協働によるまちづくり」と「効率的かつ効

果的な行政経営」の考え方を示しています。 

基本計画では、基本構想の実現に向けて、各分野に施策方針を体系化し、それぞれに施策の目

指す姿や取組、施策の進捗状況を確認する指標などを設定します。そして、毎年度、本計画を中

心に行政経営の PDCA サイクルを確実に実行することで、実効性の高い施策展開を行います。 

  

【まちづくりの基本理念】 

市民一人ひとりがともに幸せに暮らせるまちづくり 
【まちの将来像】 

安心に包まれ ワクワクが広がる  

未来への挑戦を楽しむまち 

つなぎ つながり ともに歩む 
【計画の構成】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）基本計画の計画期間 
 総合計画の計画期間は 2026(令和８)年度から 2035（令

和 17）年度までの 10 年間とし、前半の 5 年間を前期基

本計画、後半の 5 年間を後期基本計画と位置づけます。 

 本計画は、2026（令和 8）年度から 2030（令和 12）年

度までの前期基本計画です。 

  

10年（2026～2035年度）

前期 5年
(2026～2030年度)

後期 5年
(2031～2035年度)

第3期 5年
(2026～2030年度)

第４期 5年
（予定）

基本
構想

基本
計画

総合
戦略

基本構想 

基本計画 

戦略的な取組 第 3 期廿日市市まち・ひと・しごと 
創生総合戦略（2026～2030） 

地方創生 
施策を抽出 
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 6 施策体系 
 

 

 

 

 
  

  各分野の 2035(令和 17)年度に目指す姿 
 将来像実現に向け、 

大切にする考え方   将来像 

市
民
一
人
ひ
と
り
が
と
も
に
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り 

基本理念 

安
心
に
包
ま
れ 

ワ
ク
ワ
ク
が
広
が
る 

未
来
へ
の
挑
戦
を
楽
し
む
ま
ち 

 

つ
な
ぎ 

つ
な
が
り 
と
も
に
歩
む 

１ こども・子育て・教育 
・みんなで子育てを支え、こどもの成⾧に喜びを感じ

られるまち 
・こどもが心身ともに健やかに成⾧し、自らの可能性

を信じてチャレンジ・自己実現できるまち 
 
２ 健康・福祉 

つながり、支え合い、笑顔で暮らせる 
まち 

３ 安全・安心 

誰もが安全に、安心して過ごせるまち 

４ 産業 

「はつかいちらしさ」を活かし、地域経済
の好循環により発展するまち 

５ 生涯学習・スポーツ・文化 

・生涯にわたって自分らしく心豊かに暮らせ
るまち 

・歴史や伝統文化を守り、活かし、伝えるま
ち 

６ 都市基盤 

安全・安心で快適に暮らせる都市機能が 
充実しているまち 

７ 環境 

自然と社会が共生できるまち 
 

８ 地域づくり・人権・多文化共生 

・誰もが学び、つながり、活躍することで、
地域らしさをともに守り創れるまち 

・誰もが他者との違いを認め合い、安心して
暮らせるまち 

社会変化に対応 
した持続可能な 

まちづくり 

安全・安心な 
暮らしの確保 

多様性と包摂性 
のある地域社会 

の実現 

多様な主体による 
まちづくり 
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 施策方針 

1-1 こども若者・子育て支援         1-2 学校教育の充実 

2-1 つながりで支える地域福祉     2-2 障がい者（児）福祉の充実 
2-3 高齢者福祉・介護サービスの充実  2-4 健康づくりの推進 

3-1 防災・減災対策の充実       3-2 消防・救急体制の充実 
3-3 暮らしの安全の確保 

4-1 商工業の振興           4-2 観光の振興 
4-3 農林水産業の振興 

5-1 生涯学習の推進          5-2 スポーツ・文化芸術の振興 
 5-3 歴史や伝統文化の継承 

6-1 拠点性を高めるまちづくりの推進  6-2 地域公共交通ネットワークの構築 
6-3 住環境の整備促進         6-4 道路ネットワークの構築 
6-5 上下水道の整備 

7-1 自然と人が共生する社会の構築   7-2 快適な生活環境の構築 

8-1 地域づくりの推進                  8-2 人権・男女共同参画の推進 
8-3 多文化共生・国際交流の推進 

行
財
政
運
営
の
取
組 
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 8 分野別計画 
分野別計画の見方 
 

  
2035（令和 17）年度に目指す姿 

その分野における 2035（令和 17）年度
に目指す姿と状態を示しています。 

施策方針/関連 SDGｓ/施策の目指す姿 
 施策方針と関連する SDGs を示しています。
また、前期基本計画の 5 年間において、その施
策方針が目指す姿と対応する基本事業を示して
います。 

基本事業 
 施策方針の中で実施する基本事業の内容につ
いて「主な課題」と、それに対応する「主な取組」
を示しています。 
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主な関連計画/施策主管課室/主な関係課室 
 施策方針に関連する主な計画のほか、施策を
推進する課室（施策主管課室）と、施策の推進
に関連する課（主な関係課室）を示しています。 

施策の進捗状況を確認する指標 
 施策方針の進捗状況を確認・把握す
るための指標を示しています。 
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１ こども・子育て・教育  
2035（令和 17）年度に目指す姿 

みんなで子育てを支え、こどもの成⾧に喜び
を感じられるまち 
 こども・若者が幸せに育っています。 
 保護者が子育てに伴う喜びを感じています。 

こどもが心身ともに健やかに成⾧し、自らの
可能性を信じてチャレンジ・自己実現できる
まち 

 こどもが自らの可能性を信じて未来に向けて挑戦しています。 

 
  

施策方針 

１-１ 
こども若者・子育て支援 

  

 
  

施策方針 

１-２ 
学校教育の充実 
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基本事業〔１〕 安全・安心で質の高い保育環境やこどもの居場所づくり  

  
基本事業〔２〕 子育てへの不安や悩み、保育ニーズに対応した支援  

 
 

基本事業〔３〕 まち全体で子育てを支援する意識の醸成  
 

 
基本事業〔４〕 こども・若者が希望を持って将来を描くための支援  

 
  
基本事業〔１〕 質の高い学校教育の推進  

  
基本事業〔２〕 地域とともにある学校づくり  

  
基本事業〔３〕 安全・安心な学校教育環境の充実  
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１ こども・子育て・教育 
■2035（令和 17）年度に目指す姿 

●みんなで子育てを支え、こどもの成⾧に喜びを感じられるまち＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞ 
●こどもが心身ともに健やかに成⾧し、自らの可能性を信じてチャレンジ・自己実現できるまち＞＞＞＞＞＞ 

 

■施策方針 ■関連 SDGｓ 

1-1 こども若者・子育て支援 
 

   

施策の 
目指す姿 

●こどもが育ちに応じた環境で安心して楽しく過ごしている。 ［基本事業〔1〕］ 
●保護者が安心して子育てができている。 ［基本事業〔2〕］ 
●地域社会や事業者が子育てに協力している。 ［基本事業〔3〕］ 
●若者が自分の将来について明るい希望がある。 ［基本事業〔4〕］   

 

〔1〕安全・安心で質の高い保育環境やこどもの居場所づくり 
■主な課題 ■主な取組 
① 安全・安心な保育環境を整備するため、計画的

な修繕、改修による保育施設の機能維持が必
要です。 

① 公立保育園の計画的な修繕、改修を実施するとと
もに、私立保育園の計画的な改修・整備を支援しま
す。 

② ICT 技術の活用や幼保小の連携強化などによ
り、持続可能で質の高い教育・保育サービスの
提供が必要です。 

② 保育園での ICT の利活用を進めていきます。幼保
小が連携して本市の架け橋カリキュラムを策定し
ます。 

③ 保育士の能力向上のため、専門性を高める研
修や公立園・私立園の連携による横断的な研
修実施が必要です。 

③ 市全体の保育指針を踏まえた保育者の目指すべき
姿を策定するとともに、公私連携の研修を実施し、
保育者の専門性を高めていきます。 

④ 良質な生育環境を整え、未就園児の育ちを応
援する必要があります。 

④ 乳児等通園支援事業（こども誰でも通園制度）の実
施に向け、保育園等の環境を整えます。 

⑤ 留守家庭児童会の入会希望者増加や多様なニ
ーズに対応するため、受け皿の確保などが必
要です。 

⑤ 小学校の余裕教室の活用や特色のあるサービスを
提供できる民間留守家庭児童会の設置を推進し、
定員拡大及び質の向上を図ります。 

⑥ 多様なこどもの居場所や遊び場の確保、体験
活動の充実が必要です。 

⑥ 市民センター等を活用した親子やこどもが集える
場づくりを通して、こどもの居場所の充実を図り
ます。また、地域の団体等が行う活動を支援し、こ
どもたちが様々な体験活動や仲間と交流する機会
の充実を図ります。 
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＞＞＞＞●こども・若者が幸せに育っています。●保護者が子育てに伴う喜びを感じています。 
＞＞＞＞●こどもが自らの可能性を信じて未来に向けて挑戦しています。 

 

〔2〕子育てへの不安や悩み、保育ニーズに対応した支援 
■主な課題 ■主な取組 
① 子育ての経済的負担軽減を図り、子育て世帯が

理想のこどもの数を持てる環境づくりが必要
です。 

① 保育料の負担軽減、こども医療費助成、不妊治療費
助成などを引き続き実施します。 

② 妊娠期から子育て期において、相談する人が
おらず、孤立している保護者への支援が必要
です。 

② 保健師や助産師、家庭児童相談員等の面談、家庭訪
問のほか、子育て支援センターの運営等により、保
護者の不安に寄り添う体制を強化します。 

③ こどもの発達や個々の特性、家庭環境に合わ
せたきめ細やかな支援が必要です。 

③ こどもの発達や個々の特性にあった保育が実施で
きるよう専門性の高い保育者を育成し、医療的ケ
ア児の受入れ環境の整備を進めるとともに、相談
機会の充実等を図ります。 

④ 保育士の配置基準の見直しや年度途中の待機
児童に対応するため、保育に関わる人材の確
保が必要です。 

④ 復職希望者を対象とした研修やマッチング支援、
働く環境の改善を含めた処遇改善の実施により、
保育士確保を図ります。 

 

〔3〕まち全体で子育てを支援する意識の醸成 
■主な課題 ■主な取組 
① 家庭内でパートナー同士が協力しあって家

事・育児に取り組む『共育て』の意識を醸成す
る必要があります。 

① 産前産後サポートセンター等で男性も参加しやす
い相談支援の場や講座を実施するとともに、『共育
て』の意識が向上するセミナー等の啓発事業を行
います。 

② 共育てを地域住民、職場など地域全体で応援
する環境が必要です。 

② はつかいち子育て応援宣言企業を増やし、事業者
を含めた地域全体で子育て世代を応援する気運を
高めます。 

 

〔4〕こども・若者が希望を持って将来を描くための支援 
■主な課題 ■主な取組 
① 若者が子育てや就労等に関してポジティブな

イメージを抱き、将来の展望を描けるよう総
合的な支援を行う必要があります。 

① 市内産業経済団体等と連携し、若者を対象に、市内
事業者の紹介・マッチングを行います。また、市内
の子育て家庭の紹介や出産・子育てに係るサービ
ス等を一元的にまとめた情報発信を行うほか、将
来の社会の創り手となる人達が、希望に沿って安
心して修学できる環境を整えるため、奨学金の貸
付けを行います。 

② こどもや若者に関わる施策（こども施策）につ
いて、こどもや若者の意見を聞く手段を講じ、
施策を進める必要があります。 

② こども施策を進めるうえでは、アンケート、対面の
インタビュー、子ども議会など、こども自身から何
らかの手段で声を聞き、状況に応じ、施策に活かし
ていきます。 

③ 廿日市市に住み続けたい、将来戻ってきたい
と思う若者を増やすため、若い世代が地域の
多様な大人と接し、まちづくりに参画するこ
とが必要です。 

③ 若者が新たなことに挑戦したり、自ら企画・運営す
る機会を設け、地域社会の一員としての主体性を
育みます。また、小学校から行うふるさと学習等を
通じ、地域への愛着やシビックプライドの醸成を
図ります。   
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１ こども・子育て・教育 
■2035（令和 17）年度に目指す姿 

●みんなで子育てを支え、こどもの成⾧に喜びを感じられるまち＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞ 
●こどもが心身ともに健やかに成⾧し、自らの可能性を信じてチャレンジ・自己実現できるまち＞＞＞＞＞＞ 

 

■施策の進捗状況を確認する指標 

 指標名 
現況値 

【2025(令和 7)年度】 
目標値 

【2030(令和 12)年度】 

１ 「自分のこども（未就学児）が、普段の生活や保育園等で、
楽しく過ごしている」と回答した保護者の割合 

94.6% 100.0％ 

2 「安心できる場所が１つ以上ある」と回答したこども（小・
中学生）の割合 

（９月上旬） 
現況値を踏まえ

設定 

３ 「子育てしやすいまちである」と感じている 18 歳以下の
こどもを持つ市民の割合 

73.9％ 85.0％ 

4 「子育てと仕事を両立できている」と感じている 18 歳以
下のこどもを持つ市民の割合 

59.4％ 70.0% 

5 自分の将来について明るい希望を持っている市民（18 歳～
29 歳）の割合 

62.4％ 75.0％ 

 

■主な関連計画 

●こども計画   ●第３期子ども・子育て支援事業計画   ●第４期教育振興基本計画 

 

■施策主管課室    ■主な関係課室 

こども課 
 ●子育て応援室   ●生涯学習課  ●まちづくり支援課  ●産業振興課  

●人権・市民生活課 ●プロモーション戦略課 ●教育総務課 
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＞＞＞＞●こども・若者が幸せに育っています。●保護者が子育てに伴う喜びを感じています。 
＞＞＞＞●こどもが自らの可能性を信じて未来に向けて挑戦しています。 

 

 

 

 
  

13



 

 

 

 
１ こども・子育て・教育 
■2035（令和 17）年度に目指す姿 

●みんなで子育てを支え、こどもの成⾧に喜びを感じられるまち＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞ 
●こどもが心身ともに健やかに成⾧し、自らの可能性を信じてチャレンジ・自己実現できるまち＞＞＞＞＞＞ 

 

■施策方針 ■関連 SDGｓ 

1-2 学校教育の充実 
 

   
施策の 

目指す姿 
●児童生徒の生きる力を育むことができている。 ［基本事業〔1〕〔2〕］ 
●児童生徒が安全・安心な学校生活を送ることができている。 ［基本事業〔3〕］   

 

〔1〕質の高い学校教育の推進 
■主な課題 ■主な取組 
① 児童生徒が社会に出てからも学んだことを生

かし、生涯にわたって学び続けることができ
る力を身に付けさせる必要があります。 

① ICT を基盤とした学習環境を活用するなどして、一
人ひとりの理解のペースや得意な学び方に合わせ
ながら、友だちと一緒に考え、話し合い、学びを深
め合うような「子どもが主役の授業」を目指しま
す。また、読書活動推進員や図書委員会を中心とし
て、各校の実態に応じた取組による読書活動の充
実を図り、児童生徒の考える力や豊かな感性を養
います。 

・ 適切な就学指導を行うことにより、児童生徒にとっ
て最もよい学びの場を提供します。 

② 児童生徒がデジタル技術を用いて主体的に社
会に関わることができる力を身に付けさせる
必要があります。 

② 児童生徒が情報社会の一員として適切に行動でき
るよう、インターネットやデジタル機器を正しく、
安全に使うための教育を推進します。 

③ グローバル化が一層進む社会において、異な
る文化をもつ人たちと積極的にコミュニケー
ションを図ろうとする意欲をさらに向上させ
る必要があります。 

③ 台湾基隆市との国際交流をはじめ、さまざまな国
や地域との交流の機会を設けるとともに、外国語
指導助手（ALT）の積極的な活用により、実際の英
語によるコミュニケーションの機会を充実させま
す。また、英語でのやりとりを体験する機会を増や
すことで、こどもたちが自分の考えや思いを伝え
合うことへの意欲を高めます。 

④ 教職員の働き方改革を進め、児童生徒と向き
合う時間を十分に確保する必要があります。 

④ 校務の DX 化等の業務の効率化を推進し、教職員の
負担軽減を図ります。あわせて、教職員同士が支え
合い、協力しながら、やりがいをもって働ける環境
をつくり、授業や教育活動の質を高め、児童生徒の
学びを充実させます。 

⑤ 児童生徒数の変化によって、教育環境の改善
が必要となった場合、学校規模の適正化に取
り組む必要があります。 

⑤ 児童生徒数の減少により、一定の集団規模の確保
が出来ない学校については、保護者・地域住民など
と一緒に対応策を検討し、教育環境を改善してい
きます。また、児童生徒数の増加によって教育環境
の改善が必要となった場合、仮設校舎の建設や校
舎の増築などを検討し、実施していきます。 

⑥ 児童生徒の食に関する理解と判断力を養い、
心身の健全な発達と望ましい食習慣の形成を
図る必要があります。 

⑥ 栄養豊かでおいしい給食を提供します。 
・ 給食や教科等、学校教育活動全体を通じた食育を推

進します。 
・ 児童生徒の健康状態の改善等の推進に取り組みま

す。 
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＞＞＞＞●こども・若者が幸せに育っています。●保護者が子育てに伴う喜びを感じています。 
＞＞＞＞●こどもが自らの可能性を信じて未来に向けて挑戦しています。 

 

〔2〕地域とともにある学校づくり 
■主な課題 ■主な取組 
① 子どものよりよい成⾧を支えるため、学校と

地域が連携・協働し地域全体で子どもを育て
る体制の構築が必要です。 

① 学校運営協議会と地域学校協働本部の活動を一体
的に推進し、子どもたちの成⾧を支えていきます。 

・ 地域と学校が連携した「ふるさと学習」の取組を通
じて、地域に愛着と誇りをもち廿日市市のよさを
自分で語ることができる子どもを育んでいきま
す。 

② 生徒の成⾧に資する学校部活動を持続するた
め、地域で活動を展開し、生徒がスポーツ・文
化芸術に触れる機会を確保する必要がありま
す。 

② 学校と地域が連携の上、地域のさまざまな主体と
協働し、生徒が希望するスポーツ・文化芸術活動を
選択し、継続できる環境を実現する体制づくりを
進めます。 

 

〔3〕安全・安心な学校教育環境の充実 
■主な課題 ■主な取組 
① 児童生徒が安心して楽しく通うことができる

魅力的な学校づくりと、複雑化、多様化するニ
ーズに応じた支援や居場所づくりを進めると
ともに、その居場所と児童生徒とのつながり
を保障していく必要があります。 

① 市の不登校支援センターと、民間フリースクール
との連携を深め、不登校児童生徒がそれぞれの状
況に応じた学びの場につながることができるよう
校内外の居場所づくりを進めます。 

・ 児童生徒のニーズが複雑化、多様化する中で、学校
だけでは解決困難な様々な問題に組織的に対応す
るため、地域や警察、医療機関、福祉関係機関等と
の連携を進めます。 

・ 学校全体で安心・安全な学校風土の醸成すること
で、いじめ・不登校の未然防止を図るとともに、児
童生徒間のトラブルやいじめ、不登校等への早期
発見、早期対応の取組を推進します。 

② 障がいのある児童生徒や外国籍の児童生徒を
はじめ、多様なニーズをもつ児童生徒を尊重
した学びの環境を整える必要があります。 

② 障がいの状態や特性等に応じた専門的かつ適切な
支援や指導体制の充実を図るとともに、教職員全
体がどの児童生徒も安心して学べるようにすると
いう視点をもって支援できる体制を整えます。 

・ 日本語指導が必要な児童生徒をはじめ、多様なニー
ズをもつ児童生徒一人ひとりの能力や可能性を伸
ばすため、多様な学びの場の提供と支援の充実を
図ります。 

・ 経済的な事情に関わらず学びが確保されるよう、支
援します。 

③ 学校施設については、安全・安心な教育環境を
確保するため、校舎等の⾧寿命化計画を見直
すなど、老朽化や不具合への速やかな対応に
取り組む必要があります。 

③ ⾧寿命化計画見直しに向けた学校施設の状況把握
や現状の課題分析を実施し、改修等の整備水準や
施設保全に向けた優先順位の検討を行うととも
に、計画に基づいた老朽化対策を着実に実施し、学
校施設の不具合に速やかに対応していきます。 

・ 屋内運動場への空調整備に向けた調査・検討（事前
調査、設計・積算及び事業手法の比較検討）を行い、
設置に向けて取り組みます。 

・ 学校を安定的に運営できるよう、各種機能の維持管
理を行います。 
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１ こども・子育て・教育 
■2035（令和 17）年度に目指す姿 

●みんなで子育てを支え、こどもの成⾧に喜びを感じられるまち＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞ 
●こどもが心身ともに健やかに成⾧し、自らの可能性を信じてチャレンジ・自己実現できるまち＞＞＞＞＞＞ 

 

■施策の進捗状況を確認する指標 

 指標名 
現況値 

【2025(令和 7)年度】 
目標値 

【2030(令和 12)年度】 

１ 課題の解決に向けて自分で考え自分で取り組む児童生徒
の割合 

（7 月中） 
現況値を踏まえ

設定 

2 地域や社会をよくするために何かしてみたいと思う児童
生徒の割合 

（7 月中） 
現況値を踏まえ

設定 

3 学校に行くのは楽しいと思う児童生徒の割合 （7 月中） 
現況値を踏まえ

設定 

 

■主な関連計画 

●第３期教育大綱   ●第４期教育振興基本計画   ●第３期子ども・子育て支援事業計画 
●こども計画 

 

■施策主管課室    ■主な関係課室 

学校教育課 
 

●教育総務課 ●生涯学習課 
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＞＞＞＞●こども・若者が幸せに育っています。●保護者が子育てに伴う喜びを感じています。 
＞＞＞＞●こどもが自らの可能性を信じて未来に向けて挑戦しています。 
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５ 生涯学習・スポーツ・文化  
2035（令和 17）年度に目指す姿 

生涯にわたって自分らしく心豊かに 
暮らせるまち 
 学びやスポーツ・文化芸術を楽しむ環境が充実し、市民の誰もが 

いきいきと自分らしく暮らしています。 

歴史や伝統文化を守り、活かし、伝えるまち 

 市民が、市の歴史や伝統文化に誇りと愛着を持ち、次世代へ継承して 
います。 

 
  

施策方針 

５-１ 
生涯学習の推進 

  

 
  

施策方針 

５-２ 
スポーツ・文化芸術の振興 

  

 
  

施策方針 

５-３ 
歴史や伝統文化の継承 
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基本事業〔１〕 学びの環境の充実  

 
 

基本事業〔２〕 地域を支える人づくり・つながりづくりの推進  

 
  
基本事業〔１〕 スポーツに親しむことができる環境の整備  

 
 

基本事業〔２〕 スポーツを振興・活用する人材の育成  

 
 

基本事業〔3〕 文化芸術に親しむことができる環境づくり  

 
 

基本事業〔4〕 文化芸術の振興・活用  
 
  
基本事業〔１〕 文化財の現況把握と適切な保存・活用  

 
 

基本事業〔２〕 宮島の歴史や文化、価値の継承  
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５ 生涯学習・スポーツ・文化 
■2035（令和 17）年度に目指す姿 

●生涯にわたって自分らしく心豊かに暮らせるまち＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞
●歴史や伝統文化を守り、活かし、伝えるまち＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞ 

 

■施策方針 ■関連 SDGｓ 

5-1 生涯学習の推進 
 

   
施策の 

目指す姿 
●市民の多様なニーズに応じた学びの選択肢が増えている。 ［基本事業〔1〕］ 
●学びと活動がつながり、まちづくりを支える市民が増えている。 ［基本事業〔2〕］   

 

〔1〕学びの環境の充実  
■主な課題 ■主な取組 
① 人生 100 年時代において、生涯にわたって「い

つでも」、「どこでも」、「誰でも」学んだり、新
たなことにチャレンジできる環境や機会の充
実に取り組む必要があります。 

① 様々な分野の学習講座や体験活動等の開催により
多様な対象者及びニーズに応じた学びへの意欲を
高める機会を提供するとともに、市民が新たなこ
とに主体的に参画・提案できる環境を整えます。 

② 市民センターや図書館などの社会教育施設を
活用して、気軽に立ち寄れる居場所づくり、楽
しいと感じる学びや活動の場づくりに取り組
む必要があります。 

② 市民センターや図書館が、誰もが気軽に立ち寄れ
る居場所や学びのきっかけづくりの場となるよう
機能の充実を図ります。 

③ 個人の多様なニーズに対して、学びや活動に
関する情報を届ける仕組みが必要です。 

③ 必要な人がタイムリーに各種講座、研修会、活動
者・団体などの学びや活動に関する情報を取得で
きるよう、効果的な情報発信を行います。 

 

〔2〕地域を支える人づくり・つながりづくりの推進 
■主な課題 ■主な取組 
① 高齢化等の社会情勢の変化に伴い、地域活動

の担い手不足や後継者不足が生じています。
学んだ成果や経験を地域で生かしたり、新た
なチャレンジを地域の課題解決につなげる仕
組みや場づくりが求められています。 

・ 人間関係の希薄化が進んでいるため、地域にお
ける学びを通じて、人と人のつながりやかか
わりを作り出すことが必要です。 

① 学んだ成果や新たなチャレンジが地域の課題解決
やウェルビーイングの実現につながるような学び
の場・交流の場をつくります。 

・ 地域課題の解決につながる様々なテーマの学習や
活動が活発になるよう市民活動団体等に対して、
学びや活動に関する相談・支援を行います。 

② 地域課題が複雑化・重層化する中で、防災、福
祉など多くの分野で学習活動を通じた人づく
り・つながりづくり・地域づくりが求められて
います。そのため、地域における人々の学びを
プロデュースする社会教育人材の育成や活用
が必要です 

② 社会教育と連携した地域づくりをコーディネート
する社会教育人材を育成するとともに、社会教育
士等の情報交換や学び合いの場を提供します。 

③ 生涯学習とまちづくりの拠点である市民セン
ターが地域の学びと実践のプラットフォーム
として機能することが求められています。 

③ 市民センターにおいて、地域性に応じた課題解決
等につながる学びと活動を実践します。また、市
民、地域団体、学校、社会福祉協議会、地元企業、
行政等をつなぎ、地域の拠点としての機能強化を
図ります。    
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＞＞＞＞●学びやスポーツ・文化芸術を楽しむ環境が充実し、市民の誰もがいきいきと自分らしく暮らしています。 
＞＞＞＞●市民が、市の歴史や伝統文化に誇りと愛着を持ち、次世代へ継承しています。 

 

■施策の進捗状況を確認する指標 

 指標名 
現況値 

【2025(令和 7)年度】 
目標値 

【2030(令和 12)年度】 

１ 学びたいことを学べる機会が
ある市民の割合 

25.1％ 30.0％ 

2 やりたいことに挑戦できる機
会がある市民の割合 

36.0% 40.0％ 

3 学んだことを地域や社会に生
かした市民の割合 

8.1％ 11.0％ 

 

■主な関連計画 

●第４期教育振興基本計画   ●（仮称）生涯学習ビジョン   ●（仮称）市民センター基本方針 
●図書館基本計画 

 

■施策主管課室    ■主な関係課室 

生涯学習課 
 

●はつかいち市民図書館 ●まちづくり支援課  
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５ 生涯学習・スポーツ・文化 
■2035（令和 17）年度に目指す姿 

●生涯にわたって自分らしく心豊かに暮らせるまち＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞
●歴史や伝統文化を守り、活かし、伝えるまち＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞ 

 

■施策方針 ■関連 SDGｓ 

5-2 スポーツ・文化芸術の振興 
 

   

施策の 
目指す姿 

●市民が日常的に体を動かしている。 ［基本事業〔1〕］ 
●市民が日常的にスポーツに触れている。 ［基本事業〔2〕］ 
●市民が日常的に文化芸術に親しむ機会がある。 ［基本事業〔3〕〔4〕］   

 

〔1〕スポーツに親しむことができる環境の整備 
■主な課題 ■主な取組 

① 障がいのある人や子育て世代などスポーツに
アクセスしづらい人への支援が必要です。 

① 継続的に関係団体等と連携しながら障がい者専用
の施設利用や障がい者スポーツ研修会等を実施
し、スポーツにアクセスしづらい人が日常的に体
を動かす機会の向上につなげます。 

② 新型コロナウィルス感染症の影響により、イ
ベント等への参加機会が減少しているため、
スポーツに触れる機会を増やす取り組みが必
要です。 

② 多様なプロスポーツやトップアスリートと触れ合
い、交流できる取組を推進します 

③ こどもの運動やスポーツへの関心が低下し、
運動する機会が減少傾向にあるため、環境の
整備が必要です。 

③ 幼少期からスポーツに親しみ、楽しめる環境づく
りに取り組むとともに、誰もが気軽に運動ができ
るよう、施設のユニバーサルデザイン化を推進し
ます。 

 

〔2〕スポーツを振興・活用する人材の育成 
■主な課題 ■主な取組 

① スポーツを支える人の高齢化や固定化など、
人材不足が進行しているため、新たな指導者
の育成が必要です。 

① スポーツに関わる人材の養成や確保に向けて、競
技団体との連携を深めるとともに、スポーツイベ
ントでボランティアを広く募集する等スポーツを
支える人材の裾野拡大を推進します。 

② 多様なスポーツ資源を地域活性化につなげる
ため、各地域にある潜在的なスポーツ資源の
掘り起こしと活用促進が必要です。 

② 様々なステークホルダーと連携を図りながら、ス
ポーツと地域資源を掛け合わせた取組をともに推
進し、市民がスポーツに関われる場や機会を創出
していきます。 
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＞＞＞＞●学びやスポーツ・文化芸術を楽しむ環境が充実し、市民の誰もがいきいきと自分らしく暮らしています。 
＞＞＞＞●市民が、市の歴史や伝統文化に誇りと愛着を持ち、次世代へ継承しています。 

 

〔3〕文化芸術に親しむことができる環境づくり 
■主な課題 ■主な取組 

① 誰もが、鑑賞、創作、発表等の活動に気軽に参
加できる環境づくりに取り組む必要がありま
す。また、文化芸術活動の拠点となる文化ホー
ル等の施設を計画的に改修する必要がありま
す。 

① 市民センターなどの身近な施設において文化芸術
に触れる機会の充実を図ります。また、文化芸術活
動の拠点施設であるはつかいち文化ホールを改修
し、質の高い文化活動の場を提供します。 

② 全国的な傾向として、インターネットの普及
による生活様式の変化などにより、直接鑑賞
する機会が減っています。これからの時代に
対応した多様なライフスタイルや価値観に応
える文化芸術の振興に取り組む必要がありま
す。 

② 演奏会や展示作品のアーカイブ配信等デジタル技
術及び SNS を活用した鑑賞機会の提供を行い、文
化芸術に触れるきっかけづくりに取り組みます。 

③ 子どもの鑑賞や創作体験など文化芸術に触れ
る機会の減少や、体験格差を解消するために、
子どもの頃から文化芸術作品の鑑賞や創作活
動など体験の機会を充実していく必要があり
ます。 

③ 小中学校における音楽、美術、伝統芸能等の出前授
業や親子で気軽に参加できる場など子どもの頃か
らの体験機会の充実に取り組みます。 

 

〔4〕文化芸術の振興・活用 
■主な課題 ■主な取組 

① 市民、芸術家、文化団体、教育機関、事業者、
行政等の各主体が連携・協力して文化芸術の
振興に取り組む必要があります。 

① 市民、芸術家、文化団体、教育機関、事業者等の各
主体が連携・協力して文化芸術活動が実施できる
よう必要な支援を行います。 

② 豊かな自然や多彩な資源を有する本市におい
て、文化芸術を活かした観光、まちづくり、国
際交流等を推進するため、各分野と連携して
いくことが求められています。 

② 今後の文化芸術の方向性を示す指針を定め、本市
の特色を生かした文化芸術施策を組織横断的に推
進します。 
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５ 生涯学習・スポーツ・文化 
■2035（令和 17）年度に目指す姿 

●生涯にわたって自分らしく心豊かに暮らせるまち＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞
●歴史や伝統文化を守り、活かし、伝えるまち＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞ 

 

■施策の進捗状況を確認する指標  

 指標名 
現況値 

【2025(令和 7)年度】 
目標値 

【2030(令和 12)年度】 

１ 20 歳以上の週１回以上の運
動・スポーツの実施率 

48.0% 65.0% 

2 運動・スポーツをささえる活
動を行っている人の割合 

13.8% 20.0% 

３ 日頃から文化芸術活動に親し
む市民の割合（鑑賞した人） 

63.7% 66.0％ 

4 
日頃から文化芸術活動に親し
む市民の割合（自ら創作、発
表、運営した人） 

22.6% 30.0％ 

5 地域の文化的な環境に満足し
た市民の割合 

25.8% 30.0％ 

 

■主な関連計画 

●第４期教育振興基本計画   ●スポーツ推進計画   ●（仮称）生涯学習ビジョン 

 

■施策主管課室    ■主な関係課室 

スポーツ推進課 
 

●生涯学習課  
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＞＞＞＞●学びやスポーツ・文化芸術を楽しむ環境が充実し、市民の誰もがいきいきと自分らしく暮らしています。 
＞＞＞＞●市民が、市の歴史や伝統文化に誇りと愛着を持ち、次世代へ継承しています。 
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５ 生涯学習・スポーツ・文化 
■2035（令和 17）年度に目指す姿 

●生涯にわたって自分らしく心豊かに暮らせるまち＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞
●歴史や伝統文化を守り、活かし、伝えるまち＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞＞ 

 

■施策方針 ■関連 SDGｓ 

5-3 歴史や伝統文化の継承 
 

   
施策の 

目指す姿 
●文化財が適切に保存・活用されている。 ［基本事業〔1〕］ 
●宮島の歴史や文化、価値が次世代に継承されている。 ［基本事業〔2〕］   

 

〔1〕文化財の現況把握と適切な保存・活用 
■主な課題 ■主な取組 

① 市指定文化財の現況を確認し、文化財台帳を
更新する必要があります。 

① 指定文化財の現況調査を継続的に実施し、適切な
保存、活用を図ります。 

② 次世代へ継承すべき文化財を守るため、未指
定文化財の把握調査を行う必要があります。 

② 未指定文化財の調査を進めることで、次世代に継
承すべき文化財の把握し、必要に応じて新たな指
定や登録に向けた調査を行います。 

③ 複数の文化財を総合的、一体的に保存・活用す
るため、関連文化財群や文化財保存区域を設
定する必要があります。 

③ 関連文化財群や文化財保存区域を設定し、一体的
に保存・活用することで観光振興や地域振興に寄
与します。 

④ 埋蔵文化財を保存・活用するため、重要遺跡・
重要考古資料の文化財指定や、これまでの発
掘調査における出土品の整理作業を進める必
要があります。 

④ 既知の埋蔵文化財の整理作業を進め、価値付けの
可能なものについては、重要文化財や史跡の指定
に向けた調査を行います。 

⑤ 歴史や伝統文化に関する資料や情報を市民が
より利用しやすくなるよう、保存や公開に努
める必要があります。 

⑤ 歴史民俗資料館等の施設で文化財を適切に保存す
るとともに、収蔵・展示機能の再編を検討し、適切
な保存や効果的な収集や公開を推進します。 

 

〔2〕宮島の歴史や文化、価値の継承 
■主な課題 ■主な取組 

① 外観が現代的に改修された伝統的建造物が多
く、宮島町家特有の色彩や意匠が失われつつ
あるため、伝統的建造物の保全・修理を推進す
る必要があります。 

① 伝統的建造物群保存地区保存事業補助金の制度周
知に併せて、外観が現代的に改修された伝統的建
造物等の所有者に修理・修景工事の実施を促しま
す。 

② 伝統的建造物の保全・修理に必要な技術を有
する技術者や職人が減少しているため、伝統
的工法を次世代へ継承する取組が必要です。 

② 修理工事に必要な痕跡調査や設計等のノウハウや
施工に関する伝統的技術の継承に向けた研究や取
組を大学や伝建に関わる地元団体と共に推進しま
す。 

③ 宮島における門前町としての成り立ちの歴史
や伝統的建造物の特徴や価値などが、市民や
来島者に十分認知されていないため、周知啓
発するための場や機会が必要です。 

③ 宮島の伝統的な町並みを色濃く残す町家通りにお
いて伝統的建造物の特徴な内部空間を体感できる
公開施設を整備し、市民や来島者が認知する場を
提供します。また、地元団体の活動等を通じて、伝
統的な町並みの周知普及を推進します。    
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＞＞＞＞●学びやスポーツ・文化芸術を楽しむ環境が充実し、市民の誰もがいきいきと自分らしく暮らしています。 
＞＞＞＞●市民が、市の歴史や伝統文化に誇りと愛着を持ち、次世代へ継承しています。 

 
■主な課題 ■主な取組 

④ 急激な人口減少などにより、暮らしの中に信
仰が息づく生活文化を次世代に引き継ぐこと
が難しくなっているため、宮島に暮らす人、働
く人、想いをはせる人、訪れる人など宮島に関
わる全ての人で継承の取組が必要です。 

④ 宮島の文化や歴史といった生活の部分を守り伝え
ていくため、様々な主体とまちづくりへの理解を
深め、継承の取組を多様な主体で検討していきま
す。 

⑤ 宮島の普遍的な価値を守り、後世に継承して
いくため、「宮島の歴史」の編さんを進める必
要があります。 

⑤ 有識者等で構成する編さん委員会等を組織し、大
学その他関係機関と協力して資料の調査を進め、
「宮島の歴史」を編さんします。 

⑥ 宮島の歴史や伝統文化の魅力を幅広く発信す
るため、新たな拠点の整備が必要です。 

⑥ 宮島の歴史文化と伝統工芸としての木工細工を中
心とした産業の歴史を将来に伝える役割を担う施
設として、宮島歴史民俗資料館と宮島伝統産業会
館の機能を複合化した「（仮称）宮島ミュージアム」
を整備します。 

 

■施策の進捗状況を確認する指標 

 指標名 
現況値 

【2025(令和 7)年度】 
目標値 

【2030(令和 12)年度】 

１ 
新たに指定・登録された文化
財の数（2025（令和 7）年度
以降通算） 

2 件 10 件 

2 修理が行われた伝統的建造
物の割合 

13.9％ 25％ 

3 伝建地区を認知している市
民の割合 

40.6% 50％ 

 

■主な関連計画 

●第４期教育振興基本計画                 ●文化財保存活用地域計画    
●宮島町伝統的建造物群保存地区保存活用計画  ●宮島まちづくり基本構想    

 

■施策主管課室    ■主な関係課室 

文化財課 
 

●宮島企画調整課 ●宮島の歴史編さん準備室  
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